
生産出荷近代化計画の概要

［野菜指定産地名］ 阿武隈

［指定野菜の種別］ 冬春きゅうり

［指 定 区 域］ 岩沼市，亘理町

［指 定 年 月 日］ 昭和４７年１２月２１日

［計画樹立年月日］ 昭和４９年１月２６日

［計画変更年月日］ 令和 ３年３月３１日

［変更後の計画概要］

○生産及び出荷の近代化に関する基本構想

土壌分析による土づくりの推進及び栽培技術の向上。

適期栽培管理作業の徹底による品質及び生産性の向上。

農薬の安全使用基準の遵守と栽培履歴の記帳徹底。

安定的な生産出荷を図るため生産組織体制の強化と出荷体制の確立。

集出荷体制の集約化と効率的な輸送手段の確立による流通体制の改善。

○生産出荷近代化の現状と目標

項 目 現 状（H２９） 目 標（Ｒ４)

作付面積（ha） ８ ８

生 産 量（ｔ） ７４１ ７４１

出 荷 量（ｔ） ６６０ ６６０

共販等量（ｔ） ４５５ ４５５

共販等率（％） ６９ ６９

収量（kg/10a） ９，３８０ ９，３８０


